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8１ 
近代文学、なかでも近代小説は、それが告白体であろうと蓉観描写であろうと書き手が私という主体を信じると
ころから始っている。信じられなくなるとどうなるか。このことはうかつにも問いかえすことなく過して来た。
表現というのは、確固たる内面があって、それが他者に向って表現されることである。内面とは、自らが他者に
向ってではなく、もう一人の自分に向って語りかけることによって生じたものとする考え方もあるが、いずれにせ
よ内面が存在すると信じられることは、個としての自己存在が信じられることである。たとえ、〃拡大な宇宙に対
して、芥子粒ほどの自己〃と感じられたとしても、それは実体的な個人として自分を確認しているもののことばで
ある。ともかくこのように意識すると否とにかかわらず、佃としての自己存在が信じられていることは、近代を支
えて来た思想・個人主義にもとづいた思考がなされているということでもあろう。
三淵雅士は、作田啓一の『個人主義の運命』（岩波新書）を援用しながら膨大な言述を必要とする人間の自己表
出
史
を
簡
潔
に
と
き
あ
か
し
て
い
る
。
（
「
文
学
の
変
容
ま
た
は
文
学
の
現
在
」
『
海
』
町
年
８
月
）
三
浦
に
よ
る
と
、
今
日
わ
れ
わ
れ
意
識
の
近
代
化
と
文
学
そ
の
一
『おはん』と『女坂』
岡
田
秀
子
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近代以降において自己意識がなにより個人に帰属しているとすれば、文学の一領域である小説も個人に帰属した
自己意識の所産として成立していることは誰しも異義を唱えないだろう。個人主義の成立、展開、危機に対応して、
当
然
、
小
説
作
品
の
成
立
、
展
開
、
危
機
も
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
作
田
は
前
掲
の
著
作
に
お
い
て
、
価
値
観
と
し
て
の
個
人
主
義
を
構
成
す
る
観
念
と
し
て
、
理
性
、
仙
性
、
自
律
の
三
つ
を
挙
げ
て
いる。自律は理性への依拠であるか、個性の実現をめざした選択であるかのどちらかであって、従って個人主義は
理
性
の
個
人
主
義
と
個
性
の
個
人
主
義
に
分
か
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
理
性
と
個
性
の
個
人
主
義
は
、
も
と
も
と
中
世
の
全
体
主
義
と対立して生じたのである。西欧中仙の中間集団の成員は、なにより集団の秩序を優先させ、これに同調すること
を要請された。同調とは、役割遂行とその遂行過租を規定する規範を尊守することである。これに対して個人主義
は
、
そ
の
同
調
が
個
人
の
立
場
と
矛
屑
す
る
時
、
個
人
の
立
場
に
優
先
権
を
与
え
る
べ
き
だ
と
す
る
見
地
に
立
つ
。
こ
の
場
合
、
理
性
と
個
性
が
、
そ
の
優
先
椎
を
主
張
す
る
根
拠
と
な
る
の
で
あ
る
。
理
性
も
個
性
も
、
特
殊
な
集
団
の
枠
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
個
別
主
義
的
要
請
を
批
判
し
、
或
は
そ
れ
を
越
え
る
立
場
に
あ
る
。
個
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
は
余
人
を
も
っ
て
か
え
ら
れ
ない絶対のユニークさを持つものとする認識が前提となる。要するに理性は特殊な集団を越える万人に共通の普遍
性
の
名
に
お
い
て
、
個
性
は
特
殊
な
集
団
を
越
え
る
一
個
人
の
持
続
性
の
名
に
お
い
て
全
体
主
義
を
批
判
し
よ
う
と
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
＃
 
が使っている自己という観念は長い間（ある意味では現在もなお）その所属する集団に霜のようになかばとけこん
でいる観念であって個体的かつ実体的な自己という観念を一般的なものにしたのは、近代の生産様式にほかならな
か
っ
た
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
自
己
表
出
と
い
う
観
念
を
、
言
語
の
発
生
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
全
域
を
覆
い
う
る
も
の
と
し
て
構
想
し
て
い
る
吉
本
隆
明
に
対
し
て
、
自
己
表
出
の
推
移
を
見
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
少
く
と
も
近
代
以
降
に
お
い
て
は
、
明
瞭
に
個
人
主
義
の
展
開
に
対
応
す
る
も
の
と
承
な
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
主
張
す
る
。
三
浦
に
お
い
て
、
『
個
人
主
義
の
運
命
』
の
援
用
が
必
要
と
ゆ
え
ん
なプの所以である。
－
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
だ
。
作
田
に
よ
る
と
、
こ
の
二
つ
の
個
人
主
義
は
、
中
間
集
団
を
越
え
て
拡
が
る
社
会
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
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そ
れ
で
は
、
二
十
世
紀
の
個
人
主
義
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
引
い
た
『
個
人
主
義
の
述
命
』
の
な
か
で
作
田
は
、
二
十
世
紀
に
お
い
て
は
理
性
や
個
性
に
代
わ
り
欲
望
の
個
人
主
義
を
呈
示
し
て
い
る
。
欲
望
の
個
人
主
義
と
は
、
媒
介
者
の
介
在
な
し
に
生
じ
る
要
求
に
、
あ
る
い
は
他
者
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
で
刺
激
さ
れ
る
欲
望
に
価
値
を
付
与
す
る
個
人
主
義
の
新
し
い
形
態
で
あ
る
。
こ
の
個
人
主
義
は
大
衆
社
会
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
作
田
は
の
べ
る
。
大
衆
社
会
が
訪
れ
る
以
前
に
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
古
典
的
あ
る
い
は
市
民
的
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
も
教
養
と
財
産
の
あ
る
中
産
階
級
の
上
に
な
り
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
民
主
主
義
の
発
展
の
必
然
的
結
果
と
し
て
、
大
衆
が
政
沿
の
世
界
に
入
っ
て
来
る
と
と
も
に
こ
れ
る
と
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
説
明
が
さ
れ
る
。
理
性
の
個
人
主
義
は
、
各
人
が
自
由
に
行
動
し
て
も
、
所
詮
、
万
人
は
共
通
の
理
性
に
も
と
づ
い
て
行
動
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
他
人
の
人
格
を
自
己
の
人
格
と
同
じ
よ
う
に
尊
重
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
考
え
と
な
っ
て
発
展
し
、
自
由
競
争
を
正
当
化
す
る
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
る
。
理
性
の
個
人
主
義
の
背
景
に
は
、
競
争
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
一
方
、
個
性
の
個
人
主
義
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
個
性
の
個
人
主
義
は
、
理
性
の
個
人
主
義
が
啓
蒙
主
義
的
個
人
主
義
と
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
て
、
ロ
マ
ン
主
義
的
個
人
主
義
と
呼
ば
れ
る
。
ロ
マ
ン
主
義
的
個
人
主
義
は
、
先
に
述
べ
た
稗
蒙
主
義
的
個
人
主
義
のごとく仮定として仙人の等質性をもち川さない。そのかわりに、それぞれ仙人は、個性を実現しやすい条件を賦
与
さ
れ
る
権
利
を
持
っ
て
い
る
と
し
て
、
平
等
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
ロ
マ
ン
主
義
者
は
強
い
個
性
を
持
つ
自
己
に
対
す
る
白
負
を
も
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
少
数
者
を
多
数
者
は
許
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
個
人
主
義
の
拙
く
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
分
業
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
佃
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
機
能
を
分
担
す
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
競
争
と
分
業
と
い
う
二
つ
の
社
会
関
係
は
近
代
社
会
の
基
本
的
な
も
の
で
一
つ
の
現
実
の
二
側
面
で
あ
る
と
作
田
の
説
明
は
つ
づ
く
。
そ
れ
ら
を
お
の
の
側
而
か
ら
見
れ
ば
、
競
争
は
諸
仙
人
が
あ
た
か
も
原
子
の
如
く
並
存
す
る
機
械
論
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
の
に
対
し
、
分
業
は
仙
人
が
相
互
に
差
異
を
尊
航
し
あ
っ
て
編
成
さ
れ
る
有
機
論
的
な
社
会
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。
こ
れ
ら
二
極
頬
に
分
け
ら
れ
た
個
人
主
義
は
、
十
八
十
九
世
紀
の
西
欧
個
人
主
義
に
つ
い
て
ジ
ン
メ
ル
が
の
べ
た
も
の
の
作
田
に
よ
る
要
約
で
あ
る
。
西
欧
の
個
人
主
義
を
輸
入
し
た
わ
が
国
の
近
代
文
学
、
い
や
現
代
文
学
に
お
い
て
さ
え
も
今
な
お
多
く
の
作
品
が
こ
の
影
響
下
に
あ
る
ことで興味深い。
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三
棚
の
慧
眼
は
、
こ
の
作
田
の
欲
望
の
個
人
主
義
と
い
う
考
え
を
〃
文
学
の
現
在
を
覆
っ
て
い
る
危
機
感
を
実
に
巧
ゑ
に
語
っ
て
い
る〃と直観したところにある。『私という現象』以来の三油の評論は、難解な主題だけに、今一つ言いつくせない
ものを感じたが、ここでは作田との主題の接触によって、一歩明断ざを期した感がある。
自己表出の基底をなす自己意識そのものは、評論を書く書き手の自己意識も例外なく隠微に脅かしているのであ
っ
て
、
三
浦
と
て
例
外
で
は
な
い
。
ま
し
て
自
己
を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
時
は
、
す
で
に
管
理
社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
い
た
世
代
に
と
っ
て
自
己
表
川
の
苦
し
み
は
、
な
ゑ
た
い
て
い
の
も
の
で
は
な
か
つ
た
は
づ
だ
。
「
自
己
に
こ
だ
わ
れ
ば
こ
だ
わ
る
ほ
ど
、
逆
に
自
己
が拡散していく」という体験は、新しい自己表現を思考していく上での三油の世代のうらやむべき受難でもあろう。
と云っている。
以上、なが蛭
たためである。
に大きな変化が生じた。有権者の票の独得をめぐる思惑を考えてもそれは伺える。大衆は、理性に訴える説得より
も感情に訴える操縦のほうが有効であると言われもし、事実そうなるといった一例からもこの事情は伺えよう。ま
づ政治の場において理性の価値を減少させたのである。欲望の個人主義は、さらに、社会の場において個性の価値
を
、
経
済
の
場
に
お
い
て
自
律
の
価
値
を
減
少
さ
せ
た
と
い
う
の
が
作
田
の
指
摘
で
あ
る
。
大
衆
社
会
の
も
と
で
は
人
は
た
し
か
に
多
く
の
集
団
に
同
時
に
所
属
し
、
一
つ
の
特
定
の
集
団
に
だ
け
所
属
す
る
こ
と
で
個
性
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
欲
望
の
個
人
主
義
と
は
言
う
も
の
の
、
こ
の
欲
望
は
個
人
に
属
す
る
欲
望
と
い
う
よ
り
は
、
利
潤
の
極
大
化
を
め
ざ
す
企
業
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。
大
衆
社
会
以
前
に
お
い
て
欲
望
は
、
倫
理
的
に
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
一
般
的
評
価
を
得
て
来
た
と
は
言
え
な
い
。
作
田
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
社
会
が
大
き
く
変
動
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
生
産
力
の
上
昇
に
よ
り
生
活
水
準
が
向
上
し
た
家
族
は
、
少
数
の
子
供
を
産
ん
で
大
切
に
育
て
る
。
子
供
の
欲
求
の
充
足
に
寛
大
な
親
が
ふ
え
る
と
、
他
者
の
欲
求
充
足
の
助
成
が
そ
の
ま
ま
他
者
に
対
す
る
愛
の
証
拠
と
な
る
と
す
る
考
え
力
が
一
般
化
す
る
。
欲
望
は
、
う
し
ろ
め
た
さ
を
消
し
て
聖
な
る
装
い
を
こ
ら
す
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
な
ら
っ
て
作
川
は
、
欲
望
の
仙
人
主
義
は
、
糠
珊
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を
同
伴
し
て
い
る
な
が
な
が
と
作
田
な
ら
び
に
三
洲
に
よ
っ
て
仙
人
主
義
の
変
選
を
述
べ
て
来
た
の
は
、
以
下
の
こ
と
を
検
討
し
て
糸
た
か
つ
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演劇人である寺山修司は、一九七○年、全歌集を上梓した際、その抜文に次のように書いている。
「
ど
の
歌
も
、
説
明
的
に
は
じ
め
ら
れ
、
説
明
的
に
終
っ
た
。
本
質
の
方
が
存
在
に
先
行
し
て
い
る
奇
型
児
だ
っ
た
。
口
や
さ
し
く
表現などということばを使っているが、表現の背景に「裏現」とか「表没」といった歌い方もあることを検討して
み
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
つ
い
に
裏
返
し
の
自
己
肯
定
の
傲
岸
さ
を
脱
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
。
」
短
歌
と
い
う
伝
統
的
な
表
現
の
様
式
を
か
り
て
も
自
己
意
識
は
す
で
に
西
欧
を
経
由
し
た
個
人
主
義
に
根
ざ
し
て
い
る
。
寺
山
修
司
はそれを認識することによって、減劇へと表現手段をかえていったようである。墓標として全歌集を上梓したのが、
一九七○年であることは興味深い。それは三柵が「作田啓一がここで述べている欲望の個人主義は、世界的にはむ
ろ
ん
二
十
世
紀
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
が
、
日
本
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
戦
後
、
そ
れ
も
高
度
成
長
期
以
降
の
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
時
期
と
ち
ょ
う
ど
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
も
う
少
し
世
代
が
ｔ
で
あ
る
吉
本
隆
川
も
一
九
八
○年以降、マス・メディアに強い関心を向けているが、マス・メディアが氾濫させる蝦しい言葉やイメージの分厚
い屑に対して文学の言葉やイメージの無力を実感しているかのように感じられる。
十八世紀の理性の仙人主義、啓蒙的個人主義によって、自己意識を形成して来たのが、日本の知識人の大力であ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
古
木
隆
明
に
そ
れ
を
見
て
も
不
恩
義
は
な
い
。
三
油
は
吉
本
の
『
空
虚
と
し
て
の
主
題
』
の
最
終
章
「
現
在
と
い
う
条件」で論じられている、マス・メディアへの仮装敵視に対して、「重要なのは文学もまた言葉の分厚い層に属して
いるということであり、文学もまた商い川としての一一一一回葉のうちに含まれるのである。：。…それだけならまだいい。作
家が独自の言葉へ向おうとするとぎその情熱そのものが、あえて言えばすでに汚染されている」とまるで自らにも
言いきかすごとく述べている。管理社会の到来を素手で迎え打とうとする世代と管理社会の中に羊の如く入り込ん
で獅子身中の虫となろうとする世代の速いが伺える。いずれも、文学に強い役割意識を持つ点で共通ではあるが。
前掲、三浦の評論の後半は、管理社会または〃大規模で分厚いイメージの社会様式〃に対して、ぎまじめな古木
隆明的方法ではなく、〃彼らなりの対応〃を見出している作家たちの作家論である。三浦は、「彼等はイメージの社
会的様式をむしろ利用している。利用している点では多くのエソターティメントの作家たちに等しいが、しかし逆
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第
二
の
主
題
は
、
現
実
の
生
活
の
場
の
主
体
に
対
す
る
書
く
主
体
の
存
在
様
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
現
実
の
場
に
、
名
も
な
き
市
民
と
し
て
（
芸
術
家
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
そ
う
で
あ
る
が
）
生
き
る
主
体
と
作
者
（
造
形
す
る
主
体
）
と
は
、
け
っ
し
て
同
一
で
は
な
く
、
分
裂
し
な
が
ら
統
合
す
る
、
あ
る
関
係
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ジ
ラ
ー
ル
の
文
芸
批
評
の
理
論
を
か
り
、
下
記
『
お
は
ん
』
と
『
女
坂
』
の
成
立
と
構
造
を
分
析
し
て
承
る
こ
と
に
す
る
。
ジ
ラ
ー
ル
の
文
芸
批
評
の
視
点
は
、
作
田
に
よ
っ
て
、
「
個
人
主
義
の
文
明
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
と
共
に
、
そ
こ
か
ら
の
人
間
の
救
済
に
か
か
わ
る
実践の倫班を含んでいる」ｓ仙人主義の述命』）と指摘されているからである。以下は『おはん』『女坂』に移る前
にほんの少しジラールの理論にふれる。
ジ
ラ
ー
ル
は
『
欲
望
の
現
象
学
』
（
古
田
幸
男
訳
）
に
お
い
て
、
現
代
文
学
の
始
祖
及
び
そ
の
系
譜
の
諸
作
家
の
作
品
（
特
に
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
の
言
及
は
興
味
深
い
）
を
〃
媒
介
〃
と
い
う
キ
ー
・
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
解
剖
す
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
る
媒
介
関
係
の
意
識
を
〃
欲
望
の
三
角
形
〃
と
ふ
る
。
欲
望
す
る
主
体
と
欲
望
さ
れ
る
対
象
、
主
体に対象を指し示してそれを欲望せしめる媒体、この一一一者が構成する一一一角形である。ジラールは、この〃欲望の三
角
形
〃
を
手
が
か
り
に
、
作
家
に
一
貫
す
る
ロ
マ
ネ
ス
ク
精
神
を
摘
出
す
る
。
こ
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
粘
神
は
人
間
お
よ
び
人
間
社
会
が
、
た
ど
る
歴
史
過
程
の
証
人
と
な
る
と
ジ
ラ
ー
ル
は
承
る
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
何
か
を
欲
望
す
る
が
、
ひ
と
り
で
何
か
を
欲
望
す
る
こ
むきに利用している」と言うのである。「没主体制が、管理社会のイメージを伴う欲望の個人主義の中にあっては、
逆にひとつの主体性を示唆してしまう」とも。こうしたことは、理性の個人主義や個性の個人主義から見れば、ま
さに、〃主体の変容〃である。このような変容ははたして女流作家にもおきているのであろうか。三油の評論には、
女
流
の
作
肺
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
が
、
女
性
の
あ
る
征
の
作
品
の
中
に
は
、
高
度
成
長
期
を
持
つ
ま
で
も
な
く
戦
後
の
時
点
で
〃
主
体
の
変
容
〃
と
承
ら
れ
る
も
の
が
す
で
に
書
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と
す
る
小
論
の
主
題
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
個
人
主
義
の
洗
礼
を
遅
れ
て
受
け
た
女
性
、
或
は
個
人
主
義
の
洗
礼
は
う
け
た
も
の
の
そ
れ
を
生
き
る
立
場
に
な
か
っ
た
女
性
に
は
、
特
に
日
本
に
お
け
る
そ
れ
は
、
お
の
ず
か
ら
男
性
と
は
遮
っ
た
展
開
が
ゑ
ら
れ
る
可
能
性
も
当
然
あ
っ
た
場になかった女性には、
と思われるからである。
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とはできない。主体が客体に向う時、その欲望は必ず模倣される。社会学は人間関係の基本を二者関係でとらえる
ことから出発し今日に至っているが、この三者関係こそ基本で、一一一者関係にともなう苦悩は原初的かつ、普遍的な
ものとするのがジラールの視点である。媒介者とは生きる手がかりもない主体に向うべき方向と方法を示す手本で
あ
り
、
主
体
に
と
っ
て
の
理
想
像
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ル
の
理
論
の
独
創
性
は
、
こ
の
理
想
像
と
し
て
憧
れ
ら
れ
る
媒
介
者
の
中
に
ラ
イ
は
ん
ち
ゅ
う
蠕ハル（敵対者）を見出し、これも手本という一つの範崎に入れている点である。人間であれば、嫉妬や憎悪となる
ものが、もし媒介者に神を選べば、主体は〃神性〃への渇望に燃え、神から拒否される。具体的欲望の裏にかくさ
れた形而上的欲望そのものが、人間を〃神性〃から引き離し、墜落現象をひきおこすとジラールはよる。外的媒介
関
係
（
人
間
同
志
の
関
係
）
か
ら
内
的
媒
介
関
係
（
観
念
）
へ
の
進
行
、
主
人
的
境
遇
か
ら
奴
隷
的
境
遇
へ
の
移
行
、
自
己
肯
定
か
ら
自
己
否
定
へ
の
移
行
、
自
己
神
格
化
か
ら
徐
女
に
具
体
化
し
て
ゆ
く
自
己
破
壊
へ
の
進
行
こ
そ
人
間
の
歴
史
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ル
の
こ
う
し
た
人
間
の
存
在
様
態
に
つ
い
て
の
説
明
は
精
妙
で
、
す
ぐ
れ
た
小
説
は
、
人
間
の
こ
う
し
た
摘
状
を
救
済
す
る
な
ん
ら
か
の
答
え
を
用
意
し
て
い
る
と
糸
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
虚
偽
か
ら
ぬ
け
出
て
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
真
実
を
明
ら
か
に
し
た
作
品
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
は
、
媒
介
者
の
存
在
を
映
し
出
し
は
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
き
あ
か
す
こ
と
の
な
い
作
肋
に
川
い
ロ
マ
ネ
ス
ク
は
そ
う
し
た
存
在
を
と
き
あ
か
す
作
肺
に
Ⅲ
い
て
い
る
。
作
田
は
、
主
体
が
も
つ
虚
栄
心
と
呼
ば
れ
る
悪
い
意
味
の
自
尊
心
も
、
自
負
心
と
呼
ば
れ
る
良
い
意
味
の
自
尊
心
も
自
己
の
分
裂
を
き
た
す
と
し
て
、
否
定
す
る
ジ
ラ
ー
ル
を
人
間
の
も
つ
世
俗
性
を
容
赦
な
く
批
判
す
る
点
で
悪
意
の
モ
ラ
リ
ス
ト
と
も
見
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
シ
ニ
カ
ル
な
批
評
は
、
病
を
自
覚
し
て
い
な
い
人
々
の
病
状
を
診
断
し
救
済
へ
の
道
を
探
究
す
る
た
め
に
分
析
し
て
い
る
た
め
だ
と
弁
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
〃
媒
介
〃
の
概
念
は
ド
ス
ト
ェ
フ
ス
キ
ー
の
．
ハ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
思
想
の
発
展
に
適
用
さ
れ
た
時
、
も
っ
と
も
精
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ジラールがもしドストエフスキーの作品を読まなかったら、媒介の概念にもとづく一一一角形の理論も生まれなかった
と言われているほどである。
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宇
野
千
代
『
お
は
ん
』
は
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
刊
行
さ
れ
た
。
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
か
ら
書
き
は
じ
められ、『文体』『中央公論』と断絶的に連載されて約十年の歳月をかけて完成した作品である。書きはじめられた
一一十一・一一年は、武田泰淳『「愛」のかたち』太宰治『人間失格』三島由紀夫『仮面の告白』が世に問われた年で
もある。そして、この十年の歳月については、同時代を共有した批評家にとっても、近代の流れに棹さして立つ表
現者としての営為を重ねた感慨も伺える。
「近代的自我などという時代の合言葉とはまるで関係のないところで織りあげられたこの一篇の情痴小説が、十
年
も
か
か
っ
た
の
は
、
作
者
の
彫
心
鍵
骨
の
苦
心
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
や
は
り
戦
後
と
い
う
時
代
の
水
が
こ
の
小
説
に
あ
わ
な
か
っ
たこともあるだろう」（上田一一一四二）
「
永
久
に
か
き
く
ど
く
し
か
な
い
よ
う
な
こ
の
情
痴
の
物
語
は
、
そ
れ
だ
け
で
す
で
に
人
形
瀞
る
り
の
世
界
に
似
通
う
。
た
だ
違
う
の
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
か
れ
ら
は
ま
だ
世
話
劇
の
主
人
公
に
な
り
え
た
が
、
い
ま
近
代
小
説
の
な
か
で
、
お
は
ん
も
、
そ
し
て
慨
悔
型
の
告
白
体
で
追
憶
を
語
る
そ
の
男
も
、
劇
ら
し
い
劇
の
主
人
公
に
な
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
か
れ
ら
は
す
で
に
ド
ラ
マ
を
担
う
人
間
で
は
な
く
、
ド
ラ
マ
の
主
人
公
と
し
て
ふ
り
か
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
だ
が
そ
こ
に
こ
そ
、
「
お
は
ん
」
の
世
界
が
あったと言えよう」（広末保）
な
ぜ
、
古
手
屋
も
お
ば
ん
も
近
代
小
説
の
な
か
で
は
劇
ら
し
い
劇
の
主
人
公
に
な
り
得
な
い
の
か
淡
劇
に
つ
い
て
浅
学
な
筆
者
が
あ
や
ま
り
を
恐
れ
ず
言
え
ば
、
す
で
に
小
説
の
読
承
手
や
劇
の
観
手
が
、
西
欧
近
代
を
模
倣
し
た
〃
近
代
的
自
我
〃
を
求
め
る
迷
妄
の
旅
に
出
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
（
中
井
久
夫
は
、
『
西
欧
精
神
医
学
背
景
史
』
の
中
で
、
「
奇
妙
な
こ
と
に
近
代
的
自
我
な
る
語
は
、
西
欧
人
の
ほ
と
ん
ど
用
い
な
い
稀
語
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
〕
近
松
劇
の
役
者
と
観
手
の
よ
う
な
熱
い
関
係
が
な
く
な
る
の
は
芝
居
の
側の問題というより観手の側の問題である。不思義な魅力を湛えた作品『おはん』は、まるでそういう観手の視点を
な
ご
さ
え
意
識
せ
ず
幻
花
の
よ
う
に
戦
後
の
喧
燥
の
中
に
立
ち
現
れ
、
消
え
た
。
お
は
ん
は
、
「
ど
こ
と
い
ふ
て
男
の
心
を
ひ
く
や
う
な
女
一一
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さ
て
『
お
は
ん
』
に
も
ジ
ラ
ー
ル
の
理
論
を
あ
て
は
め
て
解
剖
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
『
お
は
ん
』
は
物
語
り
の
筋
か
ら
よ
れ
ば
、
一
人
の
男
を
め
ぐ
る
一
一
人
の
女
の
俗
に
な
れ
ば
三
角
関
係
に
な
る
話
で
あ
る
。
ジ
ラ
ー
ル
が
手
が
け
た
西
欧
の
作
家
の
作
品
よりいっそう単純化された三角形の図式に鍬える。しかし、一一一者関係は表面化されているかと云えばそうではない。
だ
れ
が
主
体
か
。
情
痴
を
語
る
男
だ
ろ
う
か
。
男
は
、
何
か
を
欲
し
て
女
に
か
か
わ
っ
た
か
。
お
か
よ
に
も
、
お
は
ん
に
し
、
男
が
女
、
、
、
、
、
に
欲
し
た
の
は
、
肉
欲
と
い
う
も
の
で
も
そ
の
向
う
に
求
め
た
愛
で
も
な
い
。
た
だ
、
女
に
か
か
わ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
「
一
一
人
の
女
に
ひ
か
れ
る
男
の
情
痴
の
浅
ま
し
さ
を
極
度
に
抽
象
し
て
、
ほ
と
ん
ど
観
念
的
な
美
に
ま
で
昇
華
し
て
描
い
て
い
る
」
（
河
上
微
太
郎
）
と
評
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
と
符
合
す
る
。
は
じ
め
か
ら
こ
の
男
に
課
さ
れ
て
い
る
役
割
は
た
だ
一
つ
、
二
人
の
女
に
引
裂
、
、
、
、
かれて身の置き処をなくしている男、つまりかかわる主体というだけである。「ほんにいうたら私ほど、犬畜生の
姿して生きてるものがござりましようか。私は何も彼も知った上で、そんで、知らん振りしてたのでござりまず」
知
ら
ん
振
り
と
は
、
男
の
セ
リ
フ
が
い
ふ
じ
く
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
〃
欲
望
が
な
い
〃
つ
ま
り
、
〃
社
会
的
欲
望
が
な
い
〃
と
自
白
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
男
は
そ
う
い
う
主
体
を
優
柔
不
断
だ
、
エ
ゴ
イ
ス
ト
だ
と
世
間
（
読
者
）
が
批
判
す
る
こ
と
も
こ
こ
ろ
え
て
い
る
。
「
ど
う
ぞ
お
笑
い
下
さ
り
ま
せ
。
へ
い
・
女
に
銭
も
ろ
う
て
、
そ
の
日
の
口
濡
ら
し
て
ゐ
る
男
の
、
そ
れ
が
性
根
や
と
、
年でもある。
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
れ
ど
、
い
つ
も
髪
の
毛
の
ね
っ
と
り
と
汗
か
い
て
ゐ
ま
す
や
う
な
、
顔
の
肌
理
の
細
こ
い
の
が
取
柄
」
で
「
人
に
し
の間はれても、ろくに返答もでけんやうな穏当な女」消えいるように「へい」と答える女、夫が芸者狂いの末、そ
の女と一緒に住んでも、子供を身ごもったまま親の言う通り自分から身をひいた女と描写されるだけであるが妙に
生々しい存在感がある。まるで作者の意識の底の深く昏い場所から、立ちあらわれたような感じである。こうした
影のようでありながら、いのちを秘めている何かは、おそらく宇野の体感からもぬけ出て行ったのだろう。その後
、
、
の
宇
野
の
作
品
か
ら
も
お
は
ん
的
な
も
の
は
次
第
に
消
え
て
行
く
。
よ
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
気
疎
い
ほ
ど
の
も
の
と
な
っ
て
作
品
化
されている作品はいまだない。おかよだけが、おはんを立ちきって生きられはじめる時代がやって来たのだろうか。
一一一十二年頃は一一一島由紀夫の「美徳のよろめき」がベストセラーとなり、深沢七郎が「楢山節考」によって登場する
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へ
ん
と
お笑ひたされてＪも不足には恩ひませぬ」「阿釆な男やといはれましてＪも、なんの返答ｊもござりませぬ」「こなな私の
心は、私にｊも合点がまゐりませぬ」としきりに弁明する。しかし彼には、公然と言えることがある。
「
世
間
の
お
人
に
ど
う
恩
は
れ
て
を
り
ま
し
よ
う
と
も
不
足
に
は
思
ひ
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
ァ
Ｊ
も
う
、
覚
悟
の
上
で
ご
ざ
り
ま
す
け
れ
ど
、
ただ、いまそこにゐてます女一房のおはんにだけは、どうでも悪うは恩はれともない。」
一
方
、
情
婦
に
向
っ
て
も
愛
想
づ
か
し
を
言
お
う
と
心
乱
し
な
が
ら
、
「
私
に
は
そ
れ
は
い
へ
丈
せ
ぬ
。
恐
し
う
て
い
へ
ま
せ
ぬ
。
こ
な
た
こ
と
忠
ひ
き
っ
て
い
う
て
し
ま
う
た
ら
、
こ
の
お
か
よ
が
ど
な
た
顔
す
る
か
、
そ
れ
が
恐
し
う
て
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
。
た
っ
た
い
ま
ま
で
こ
の
女
に
、
も
う
花
も
実
ｊ
も
あ
る
男
や
と
思
わ
れ
て
ゐ
た
、
、
、
、
そ
の
甲
斐
が
、
一
ど
き
に
な
う
な
っ
て
し
ま
ふ
や
と
忠
ひ
ま
す
と
、
そ
れ
が
恐
し
い
の
で
ご
ざ
り
ま
す
。
」
か
か
わ
る
と
い
う
だ
け
が
自己目的で、〃何を求めて〃という』ものがない男に求めるものがないからと云って責めたててｊも仕方がない。
「
へ
い
、
ゑ
な
、
ゑ
な
、
わ
が
身
可
愛
さ
か
ら
で
ご
ざ
り
ま
ず
。
ほ
ん
に
、
ど
の
や
う
な
お
怖
け
深
い
神
さ
ま
の
お
心
で
も
、
こ
れ
が
裁
き
の
つ
く
こ
と
で
ご
ざ
り
ま
し
よ
う
か
」
と
男
は
答
え
る
し
か
な
い
。
作
者
・
宇
野
に
よ
っ
て
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
男
と
は
、
こ
、
、
、
、
う
し
た
、
た
だ
か
か
わ
る
だ
け
の
男
で
あ
る
。
そ
う
い
う
役
割
を
持
つ
も
の
に
、
依
拠
す
る
価
値
や
観
念
が
あ
ろ
う
は
づ
は
な
い
、
女
の守り手でｊもなければ、導き手でもない。
こ
れ
は
、
女
が
女
の
秘
め
た
美
質
を
く
っ
き
り
浮
き
上
ら
せ
る
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
な
装
置
で
あ
っ
て
、
実
社
会
の
男
で
は
な
い
のである。装置というより、もっとうまい比嶮をかりれば、「男とは、女の業のあらわになる場所」（上川一一一四一一）
で
あ
る
。
作
品
『
お
は
ん
』
は
こ
の
場
所
と
し
て
の
男
を
め
ぐ
っ
て
、
耐
え
る
女
の
お
ば
ん
と
、
奪
う
女
の
お
か
よ
と
い
う
一
一
人
の
女
が
対
立
し
つ
つ
、
協
力
す
る
不
忠
義
な
ド
ラ
マ
を
展
開
す
る
。
二
人
は
対
立
し
つ
つ
、
協
力
す
る
の
だ
か
ら
、
一
方
を
主
体
と
し
て
、
媒
介
者
を
探
る
こ
と
も
無
理
で
あ
る
。
な
ぜ
対
立
だ
け
で
な
く
対
立
し
つ
つ
協
力
的
な
の
か
、
作
者
が
お
ば
ん
と
い
う
肉
体
に
塊
を
入
れ
、
お
か
よ
と
い
う
肉
体
に
ま
た
別
の
魂
を
入
れ
て
、
人
間
に
仕
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
立
し
た
人
格
と
し
て
、
虚
榊
（
小
説
空
間
）
に
、
、
、
、
ときはなっていないからである。一一人の女は、一一極に分れ、語る男（語る男はまたかかわるだけの男でｊもある）が
しらべ
支腸える一つの世界に属している。（人形瀞るりの大夫の私Ｊもその物語の語り手としての「役」を勤める僕として舞
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る
も
の
を
め
ぐ
っ
て
』
の
楡
と
し
て
使
っ
た
。
し
か
、
したのかもしれない。」
『おはん』は戦時中、
台
に
登
場
し
、
そ
の
物
語
の
神
的
な
秩
序
に
つ
か
え
る
こ
と
で
「
私
」
で
あ
っ
た
。
）
も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
作
者
が
「
作
口
凹
の
中
に
登
場
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
作
者
は
、
物
語
る
男
の
話
の
つ
ぎ
目
の
行
間
で
ひ
た
す
ら
聞
き
手
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
物
語
り風の文章の作り手は、作者である。作者はあとがきで、「この小説に出て来る川合の町は私の生れ故郷の岩国に
似ています。或は子供の頃の眼に映った器国のイメージに似ています。．：…話し手のあの一種田舎説りの一一一一口葉は、
あれは阿波の徳島あたりの力一一一一口を主として、それに関西靴りと私の田舎の沼国訓りとをまげ合せした一一一一口はぱ作りも
のですけれど、書き続けて行きます間に、あれでなければ巧く行かないやうな気がして来ました」と一一一向っている。
たしかにこの言葉には、倣悔体を思わすものはあるが、罪を意識し微仇しているわけではない。したがって「西欧
的
近
代
小
説
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
こ
の
因
果
的
世
界
観
が
、
こ
の
小
説
の
宇
伽
の
骨
格
に
な
っ
て
い
る
」
（
奥
脚
他
出
）
と
は
思
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、
一
体
こ
の
小
説
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
何
か
と
間
わ
れ
れ
ば
、
築
渚
は
枇
成
そ
の
も
の
に
こ
め
ら
れ
た
作
者
の
「
私
」
或
は
「
私
」
観
と
言
う
し
か
な
い
。
こ
の
柵
成
に
は
、
作
者
の
存
在
様
態
そ
の
も
の
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
作
者
の
「
私
」
観
と
は
言
い
か
え
れ
ば
、
西
欧
の
そ
れ
に
対
す
る
日
本
の
「
私
」
観
で
も
あ
る
。
日
本
の
「
私
」
観
を
考
え
て
承
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
亦
柄
を
以
下
で
述
べ
る
。
ま
づ
『
お
は
ん
』
は
発
表
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
多
く
の
評
者
た
ち
に
、
近
松
や
人
形
沙
る
り
の
世
界
を
遮
想
さ
せ
た
。
「
近
松
で
も
読む様な一種の味わいがあって面白かった。：…・作者は、時も場所も不問に付し、不忠義な魅力を持った話術を創
業して、一一一一口菜が言葉だけの力で生き長らえたいと言っている様な一秘の小説的幻想世界を発川している」（小林秀
雄）「操り人形を真似たような姿で今後の星鯛にも永く耐えうるだろう」（三好迷沿）この人形沖るりへの述想は、
『おはん』という作品の本質をかなりするどく直観していたというべきだろう。近世文学者広末保は、『日本的な
る
も
の
を
め
ぐ
っ
て
』
の
中
で
『
お
は
ん
』
に
つ
い
て
の
解
説
の
一
節
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
「
わ
た
し
は
人
形
沙
る
り
を
比
楡
と
し
て
使
っ
た
。
し
か
し
、
宇
野
千
代
の
素
材
と
力
法
は
、
ま
さ
に
人
形
沖
る
り
の
伝
統
に
媒
介
さ
れ
て
、
『
お
は
ん
』
の
境
に
途
徳
島
の
あ
る
古
物
商
か
ら
き
い
た
身
上
話
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
独
自
の
調
合
に
よ
る
方
言
を
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川いた話体の文章が、ただそれだけで人形と人形遣いが動く、あの緊張した劇の舞台を読永手の頭に現出させるの
だ
ろ
う
か
。
こ
の
小
説
は
、
人
間
が
現
実
と
い
う
平
面
の
世
界
を
生
ぎ
る
だ
け
で
は
な
い
。
ひ
た
す
ら
語
る
古
手
屋
の
男
の
話
の
つ
ぎ
目
の
行
間
に
し
い
ん
と
し
ず
ま
り
か
え
っ
て
無
心
に
聞
き
い
る
聞
き
手
と
話
者
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
が
二
重
写
し
に
な
っ
て
い
る
。
人
形
適
い
は
、
人
形
と
一
体
と
な
り
な
が
ら
お
は
ん
や
お
か
よ
、
語
り
手
の
男
ま
で
も
、
人
形
で
あ
り
な
が
ら
、
人
形
で
な
い
不
思
義
な
生
き
も
の
と
な
っ
て
動
く
。
「
人
形
過
ひ
が
人
形
と
一
つ
に
融
け
合
っ
て
、
こ
ち
ら
の
気
持
が
其
備
人
形
に
乗
っ
て
行
っ
た
時
は
、
人
、
、
、
、
形
過
い
は
消
え
て
了
っ
て
、
人
形
だ
け
が
見
え
る
筈
で
あ
る
」
と
吉
川
文
五
郎
は
芸
談
で
語
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
人
形
過
い
が
い
な
が
ら、いないように見えるのは、そのまま、この作品の柵成の妙であり、実は、この作口川の独自な成立要因である。
『
お
は
ん
』
に
つ
い
て
奥
〃
健
男
は
、
「
宇
野
千
代
と
い
う
芸
術
家
の
本
質
は
、
人
形
過
い
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
…
…
人
形
適
い
と
人
形
と
い
う
関
係
こ
そ
、
創
造
と
批
判
と
が
同
時
に
成
立
し
得
る
芸
術
の
理
想
的
な
関
係
で
あ
る
。
こ
の
作
者
は
、
性
格
的
、
気
質
的
に
そ
う
い
う
関
係
を
自
然
に
手
に
入
れ
得
た
幸
福
な
珍
ら
し
い
芸
術
家
で
あ
る
の
だ
」
（
新
潮
文
庫
『
お
は
ん
』
解
説
）
と
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
を
成
立
さ
せ
て
い
る
重
要
な
部
分
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人
形
遣
い
と
人
形
の
関
係にあるものが、創造と批判とが同時に成立しうるというだけなら、西欧近代劇の名優の演技にも言えることで、
と
く
に
人
形
沖
る
り
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。
人
形
瀞
る
り
の
劇
の
榊
成
に
お
い
て
、
人
形
遣
い
と
人
形
の
関
係
が
大
事
な
の
は
、
、
、
人
形
適
い
が
無
台
に
素
顔
で
登
場
し
、
役
と
役
者
の
関
係
が
西
欧
近
代
劇
の
そ
れ
と
は
違
っ
た
関
係
で
あ
る
》
」
と
に
お
い
て
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
宇
野
は
、
人
形
沖
る
り
の
郷
台
を
懸
か
れ
た
よ
う
に
観
た
時
期
、
そ
れ
を
会
得
し
き
っ
て
い
た
と
思
え
る
。
渡辺保は『俳優の述命』（識談社）で人形沖るりの劇の榊造を次のように説肌している。
人
形
沖
る
り
は
、
日
本
の
減
劇
の
な
か
で
、
ド
ラ
マ
の
中
の
人
間
ｌ
す
な
わ
ち
「
彼
」
と
俳
優
自
身
の
中
の
「
私
」
ｌ
が
ど
う
い
う
関
係
を
も
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
暗
示
的
な
様
式
を
も
つ
存
在
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
形
沖
る
り
は
、
沖
る
りを語る大夫、一一一味線弾き、人形遣いからなり立っていて、大夫も、三味線弾きも、人形遣いも、素顔で舞台にあ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
西
欧
の
演
劇
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
歌
舞
伎
や
能
で
さ
え
化
粧
や
仮
面
を
つ
け
て
ド
ラ
マ
の
中
の
人
間
を
示
す
の
に
対
し
て
、
瀞
る
り
で
は
、
全
て
の
役
者
が
素
顔
を
か
く
さ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
人
形
瀞
る
り
の
世
界
は
、
「
素
顔
」
の
現
実
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的なレヴェルと「物語」の虚榊のレヴェルという二つの要素をとりこんで成立している世界だということである。
人形遣いが示しているのは、人形遣いの世界ではなくて人形の世界である。その仙界は、大夫にとっては大夫の世
界そのものではなくて、大夫の語り出す物語の世界であり、三味線弾きの世界は、一一一味線弾きそのものの世界では
なくて、音楽によって示された別の世界である。この二つの世界、つまり人形遣いと人形、大夫と物語、一一一味線弾
き
と
音
楽
に
は
、
現
実
と
非
現
実
の
対
比
が
あ
る
。
こ
の
対
比
は
、
郷
台
を
一
見
す
れ
ば
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
感
覚
と
し
て
そ
の
世
界
の
対
比
の
本
当
の
意
味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
け
っ
し
て
簡
単
で
は
な
い
。
渡辺は、その対比の本当の意味を感覚にもとずいて解きあかすため、くり返し辨台を観、人形適いの芸談や告口
を聞いて廻っている。人形遣いによっては、前記の関係を内在化した芸を槻せるもの、反対にこれを外在化した芸
を
楓
せ
る
も
の
が
あ
る
。
一
例
を
ひ
く
と
、
文
五
郎
の
芸
は
劇
中
に
語
り
手
の
位
置
を
没
入
さ
せ
、
喜
左
衛
門
や
紋
十
即
の
芸
は
こ
の
柵造を顕在化させている。しかし、いずれにせよ、人形沖るりにおいては波劇ことに俳優の自己分析が行われてい
る。人形抑るりにおいてドラマの世界の自立性は、この語り手、弾き手、あるいは近い手の自立によって保証され
て
い
る
。
こ
の
保
証
は
、
い
わ
ば
関
係
の
減
劇
化
で
あ
り
、
俳
優
の
椛
造
の
自
己
分
析
だ
と
い
う
。
こ
の
俳
優
の
Ｈ
己
分
析
の
構
造
を
小説の榊造にとり入れたのが『おはん』である。俳優はこの場合、作者におきかえてもよい。作品『おはん』は作
者の内部の関係の波劇化でもあるのだから。さらに渡辺は、この俳優の自己の柵造は、それがすぐ近代的な意味で
の
自
己
と
い
う
風
に
短
絡
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
し
て
も
こ
の
俳
優
の
自
己
分
析
的
柵
造
こ
そ
、
凹
欧
の
俳
優
術
よ
り
も
、
も
っ
と現代の日本の現実に特着していると説川している。一方、西欧人の月から見た人形沖るりはどうだろうか。西欧
から日本を相対化する視点を持つロラン・韓ハルトは、〃文楽の芝居がかりの要素があくまで芝帰がかっている点〃を
評価した一人である。バルトは文楽の人形遣いが舞台から隠されていないことを次のようにふる。
「文楽はその原動力をかくしあしなければ、またしいて明らかに見せようともしていない。つまり、〃文楽〃は
俳優の入魂の業からいっさいの聖なる恕息をはらいさり、塊と肉体、原因と結果、原動力と機械、減出家と俳優、
柑命と人間、杣と被造物、そういう対立者のあいだに存在すると西欧人が承なさざるをえない形而上的因果関係を
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廃棄する。」ｓ表徴の帝国』宗左近訳）
さらにバルトは、・人形がかもし出す不思義な存在感を次のように述べる。
「〃文楽〃が求めているのは、肉体の模倣ではなく、いって承れば、肉体の感覚的な抽象化なのである。わたし
た
ち
が
全
的
な
肉
体
に
あ
る
と
柵
め
て
い
る
も
の
、
し
か
も
〃
生
き
て
い
る
〃
有
機
体
の
統
一
性
を
尊
逝
す
る
と
い
う
名
目
の
も
と
に
西欧の俳優たちから拒絶されているもの、それを〃文楽〃はうけ入れ、いかなる虚偽も犯さずにそれを表現する。」
宇
卿
と
門
地
は
対
称
的
で
あ
る
。
宇
野
の
作
耐
『
お
は
ん
』
が
、
女
の
感
情
の
普
遍
性
を
造
形
し
、
そ
の
中
に
し
っ
か
り
と
作
者
、
宇
野
の
存
在
様
態
を
示
し
た
作
耐
だ
と
し
た
ら
、
円
地
の
作
肺
『
女
坂
』
は
、
榊
成
に
お
い
て
も
、
表
現
様
式
に
お
い
て
も
、
『
お
は
ん』と対立し、『おはん』によって批判される作品と思える。『おはん』の作品の完成度を示すため‐に、しばらく
『女坂』及び円地についてふれねばならない。『女坂』は継続的に書きつがれて八年間を費やし、『おはん』と同じ
年
に
出
版
ざ
れ
野
間
文
芸
賞
を
受
け
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
『
お
は
ん
』
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
円
地
に
お
い
て
も
戦
後
に
お
ける第一作であり、代表作である。この作品を有名にしたのは、大詰めで、年老いた倫が死の床で夫に向って言っ
「
文
楽
は
芝
鵬
と
言
う
も
の
の
原
型
で
あ
る
。
抽
象
的
か
と
思
う
と
、
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
生
々
し
い
。
谷
川
の
流
れ
に
嫁
入
道
具
を
したがえた娘の首を流すなどと一一一一口う強烈な表現を、誰が考えられるものであろう。やはり私は、また文楽の魔力に
とりつかれそうである。」（「文楽と私七
宇野が人形浄るりの伝統に媒介されて『おはん』の境に達したとすれば、円地は新劇の伝統に媒介されて『女坂』
を書いたと言える。
宇野は、人皿
のかもしない。
ｑ
表
徴
の
帝
国
巳
一一一 人形
芝
居
に
よ
り
、
よ
り
す
る
ど
く
現
出
す
る
も
の
こ
そ
、
自
分
の
識
こ
う
と
す
る
心
理
小
説
の
、
ざ
す
＄
の
と
感
じ
た
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た言葉である。「私が死んでも決してお葬式なんぞ出して下さいますな。死骸をⅡ叩川の沖へ持って行って、海へざ
ん
ぶ
り
捨
て
て
下
さ
れ
ば
沢
山
で
ご
ざ
い
ま
す
っ
て
…
：
．
」
十
代
半
ば
に
白
川
行
友
の
妻
に
な
っ
た
愉
は
、
七
十
近
く
に
こ
の
よ
う
に
造一一一一口して死ぬまで、明治の女の忍従を生きて来た。円地が描こうとしたのは、こういう妻の忍従のなかの情念であ
る。夫の行友は明治新政府の官吏として成功し、理財の道にもたけた権勢欲のざかんな男だが、一力で女癖が悪く、
外の女遊びにとどまらず、本妻の倫に妾選びまでさせる。妻妾同居の生活を倫は強いられるのである。『女坂』は、
そ
ぱ
め
女主人公・倫を中心に、夫・行友と価の見つけた側女・須賀の一二者関係を中心に筋が逆ばれて行く。行友は須賀の
ほかにも、もう一人の側女を置き、その上、長男の嫁とも長年にわたって関係する。この「家」は内部では性的な
乱脈がくりひろげられているにもかかわらず、外に向っては大家の面目をたもっている。倫の家政の力である。価
の
女
と
し
て
の
一
生
は
、
家
の
た
め
の
犠
牲
の
一
生
で
あ
っ
た
。
し
か
し
犠
牲
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
倫
が
自
ら
選
ん
だ
も
の
で
も
あ
っ
た
。
向
ら
が
自
ら
に
科
し
た
婦
徳
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｈ
地
は
、
倫
の
心
情
の
内
部
に
立
ち
入
っ
て
、
そ
の
秘
め
ら
れ
た
情
念
や、たざる嫉妬を執勧なほどに柵いている。行友が須賀に承せるために倫をもともなって芝川見物に出かけた時の
拙写を円地は次のようにする。
「倫はその場面を見ながら絞られるような辛さに、いく度も堅く眼を閉じて身内にたぎる皿の駁ぎに耐えた。ま
つすぐに人を信じていて兄珈に一異切られてゆくお岩の運命が他人ごとならず感じられる。：。…伊右衛門を奪うお梅
を須賀に、冷酷で女に魅力のある伊右衛門を白川に、無伽にうらぎられた怨恨がやがて炎形な悪霊と変化して行く
、
、
お岩を自分に当てはめることは何と容易で実感（傍点・筆者）に満ちているであろう。」芝居は一一一一口わずも知れた
「四谷怪談」であり、円地はお器に倫を重ね〃何と容易で実感に満ちているであろう〃という柵写で作者自身をも
取れている。冷酷で女に魅力ある伊右衛門は、理財の道にたけ権勢欲ざかんな明治新政府の官吏・白川に重ねられ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
作
者
が
倫
の
内
部
に
点
火
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
は
、
「
男
と
の
闘
い
に
、
耐
え
て
勝
と
う
と
す
る
意地」（上川一一一四二）である。『女坂』は南北『四谷怪談』が下敷になっていると承ることもできる。
『
女
坂
』
の
柵
成
と
描
写
は
『
お
は
ん
』
の
そ
れ
を
念
頭
に
お
け
ば
、
次
の
四
つ
の
点
で
ち
が
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
『
お
は
ん
』
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が作者自身に〃私小説の或る形態〃といわせているのに対し、『女坂』はいわゆるフィクションであり、作中の人
、
、
、
、
、
、
、
、
物の役づくりを「型」になぞらえてつくっている一」と。宇野の豊場人物は、宇野自身の内部の一つの状況であると
、
、
同時に、その状況が変化するたびにその状況をこえてあらわれるものである》」と。扮装や装置によらずして作者が、
女から男へ、男から女へかわるためには、作者自身の内面を構造化するしかなく、大夫のような語り、沖るりに似
た作品世界を案出するしかない。第二は、宇野が自己分析的であるのに対し、円地は、主観的であること。つまり
発
語
の
根
を
作
者
の
実
感
に
置
き
、
し
か
も
実
感
が
何
に
も
と
づ
く
か
を
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
単
な
る
私
情
に
絶
対
的
確
信
を
も
た
せている点である。情緒的拙写は、そのことと無関係ではない。女の感性でつむぎ出す〃女文〃の主張も同じ線上
にある。同じ優腕を志向していても、宇野の〃物語風〃とは似て非なる点である。宇野は物語風の文章でも「語り
過ぎないこと、あまり詳しく語り過ぎると大切なものが消える」（「私の小説作法」）と自己規制している。第三は、
『女坂』に限らず、円地の主題は、抑圧されたエロスの劇であるということ。そこには世間や、男に見られる女を
過剰に意識した主人公と、それに同一化した作者の姿がはっきり見える。すべて嘘ごと、つくったものと弁明でき
る
小
説
の
形
式
に
依
存
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
第
四
は
、
孤
独
な
見
る
人
、
ま
た
は
神
の
視
座
に
つ
く
円
地
と
、
芸
術
家
と
市
井
の
語り部に自己を無化できる宇野の違いである。
ま
か
円地は『女坂』で主人公・倫に妾探しをさせている。夫から「お前の選択に委せる」と一一一口われた彼女は、「家の
為
に
倫
の
立
場
を
重
く
ゑ
て
い
る
信
頼
が
含
ま
れ
て
い
る
」
と
了
解
し
、
「
奇
妙
な
信
頼
を
重
く
胸
に
し
ま
っ
て
」
妾
探
し
を
す
る
。
ま
る
で
女
街
の
よ
う
な
役
割
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
権
力
の
側
に
近
く
い
た
い
女
の
屈
折
し
た
務
持
が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
、
作
、
、
、
、
、
、
者・円地の務持でもある。そうして選んだ須賀は「顔形だけ派手で水々しく、心持ちの沈んだおずおずした（傍点・
筆者）娘」と柵写され、これが「理想に近い〃陰の女〃のタイプ」とされている。『おはん』との違いがここにも
あ
る
。
お
か
よ
が
一
途
に
ひ
た
す
ら
追
う
女
な
ら
、
お
ば
ん
は
一
途
に
ひ
た
す
ら
待
つ
女
で
、
ど
ち
ら
が
陽
で
ど
ち
ら
が
陰
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
女
が
男
に
向
け
る
感
情
の
二
つ
の
様
態
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
『
女
坂
』
の
白
川
に
対
す
る
お
ば
ん
の
古
手
屋
に
も
言
え
る
。
白
川
は
、
円
地
と
同
一
化
し
た
倫
が
け
っ
し
て
、
そ
の
支
配
下
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
男
で
あ
っ
て
、
円
地
に
と
っ
て
父
Hosei University Repository
9７ 
あ
お
ｍ
Ⅱ
地
に
女
心
を
ｎ
口
覚
め
さ
せ
た
労
と
告
白
（
「
女
を
生
き
る
」
座
談
会
記
録
）
さ
せ
て
い
る
小
山
内
薫
は
円
地
が
観
劇
熱
に
煽
ら
れ
て
い
る
時
、
円
地
目
ら
指
導
者
と
し
て
発
見
し
傾
倒
し
た
人
で
あ
る
。
円
地
は
、
こ
の
人
に
よ
っ
て
『
晩
春
臓
夜
』
を
築
地
小
劇
場
に
上減することができた。劇作家から出発した円地、しかもその師は、わが国における新劇運動の先駆者なのである。
の
ち
小
説
家
に
転
じ
た
と
は
言
え
、
円
地
の
小
説
の
中
に
、
い
や
作
者
の
世
界
観
、
さ
ら
に
は
自
己
と
し
て
の
存
在
様
態
の
中
に
、
日
本
の
近
代
劇
の
影
響
が
色
濃
く
残
り
、
生
き
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
も
な
い
。
日
本
の
新
劇
の
運
命
は
、
本
質
的
な
と
こ
ろ
で
小
説
家
円
地
の
運
命
と
も
通
じ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
渡
辺
保
に
よ
る
と
、
西
欧
の
近
代
劇
の
指
導
者
た
ち
が
最
初
に
も
っ
た
思
想
的
な
根
拠
は
、
向
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。
舜
台
の
上
に
リ
ア
ル
な
生
活
空
間
を
つ
く
り
あ
た
か
も
現
実
の
人
生
と
同
じ
に
思
わ
せ
、
人
生
の
断
片
を
ｊ
も
っ
て
完
結
し
た
物
語
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
郷
台
に
登
場
す
る
人
物
と
は
、
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
淡
劇
も
ま
た
、
そ
の
社
会
の
所
産
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
〃
個
性
的
な
議
場
人
物
〃
で
あ
り
、
同
時
に
〃
我
々
と
同
じ
生
活
を
営
む
〃
人
間
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
渡
辺
は
こ
の
考
え
方
の
背
後
に
あ
る
認
識
の
仕
力
を
説
明
し
て
、
こ
こ
に
は
い
か
な
る
個
性
を
も
つ
人
間
も
、
現
実
生
活
で
ふ
る
か
ぎ
り
は
実
は
一
つ
の
人
間
像
に
行
き
つ
く
と
い
う
強
い
確
信
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
碓
信
が
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
に
「
ポ
ヴ
ァ
リ
ー
夫人は私自身だ」と一一一一口わしめ、ストリントベリに「存在する唯一の現実は我だ。世界や他者についてぼくは自分の
の
投
影
と
新
潮
文
庫
『
女
坂
』
解
説
で
江
藤
に
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
お
は
ん
』
の
語
り
手
の
男
は
、
作
、
、
、
、
者とそのまま同一化される感覚や感情をもち、純粋にかかわるシ」とだけを仮された存在である。
こうした比較を試ゑて承ると、戦後というどの作家にとっても、再生を強いられる時点で、はっきりと選びとら
れ
た
二
つ
の
道
が
あ
る
。
円
地
は
、
私
情
に
す
ぎ
な
い
実
感
を
絶
対
的
な
も
の
と
し
て
、
作
品
に
よ
っ
て
主
張
し
、
挑
戦
す
る
こ
と
を
選
び
、
宇
野
は
、
そ
の
実
感
を
相
対
化
し
、
私
情
を
掘
り
さ
げ
て
、
波
技
す
る
私
を
識
別
す
る
ま
で
に
い
た
る
。
円
地
が
言
葉
の
意
味
を
茄
要
視
す
る
と
す
れ
ば
、
宇
野
は
、
こ
と
ば
の
力
、
こ
と
ば
の
命
を
重
要
視
し
た
と
言
え
よ
う
。
几
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自我を介して以外には何一つ知らない」と言わせた。これら二つはお互いにひびき合っている。その云葉の中には、
自分というものが絶対であるという確信とそれ自体が一つの普遍的なものだとする確信が同時にある。〃人間を研
究する〃といった行為が生じるのは、こうした認識に依拠しているというのである。近代劇が発生した時点で科学
は
い
か
な
る
時
代
に
お
い
て
よ
り
も
芝
居
の
近
く
に
い
た
と
渡
辺
は
説
明
す
る
。
主
体
と
客
体
の
分
裂
は
、
近
代
の
あ
ら
ゆ
る
科
学
に
あ
ら
わ
れ
た
分
裂
で
あ
る
が
、
渡
辺
は
こ
の
こ
と
を
近
代
劇
が
役
者
の
「
私
」
を
消
去
し
た
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
人
形
浄
る
り
な
ど
に
ゑ
ら
れ
る
役
者
が
素
顔
を
そ
の
ま
ま
舞
台
に
さ
ら
す
の
と
は
違
っ
て
、
近
代
劇
で
は
「
私
」
（
俳
優
の
素
顔
）
を
捨
て
て
「
役
」
そ
の
も
の
と
し
て
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が
可
能
だ
と
考
え
た
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
対
し
、
渡
辺
は
こ
こ
に
は
楽
天
的
な
不
用
意
な短絡があり、向分の登場人物への無限定な感情移入があると批判している。さらに渡辺は、ゾラの主張〃我々と
同
じ
生
活
を
営
む
〃
人
間
と
〃
あ
ら
ゆ
る
人
間
を
研
究
す
る
〃
人
間
と
の
間
に
は
な
ん
の
関
係
も
な
い
と
述
べ
る
。
主
張
は
あ
く
ま
で
主
張
で
、
実
際
に
は
た
と
え
西
欧
で
あ
ろ
う
と
人
間
は
二
つ
に
引
き
裂
か
れ
た
ま
ま
で
は
生
き
て
い
け
な
い
の
で
あ
っ
て
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
な
ん
ら
か
の
綜
合
的
な
視
点
が
か
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ゾ
ラ
に
つ
づ
い
て
近
代
劇
の
舜
台
に
生
き
た
イ
ブ
セ
ン
や
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
リ
に
も
こ
の
倒
錯
が
あ
っ
た
。
関
係
に
お
い
て
し
か
わ
れ
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
認
識
は
西
欧
人
に
と
っ
て
い
か
に
受
入
れ
が
た
い
こ
と
か
。
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
思
想
、
実
証
的
な
近
代
科
学
の
も
と
で
か
く
さ
れ
て
い
る
の
は
、
実
は
、
、
、
、
、
、
、
、
巨
大
な
近
代
的
自
我
の
絶
対
性
で
あ
る
と
渡
辺
は
強
調
す
る
。
』
」
の
強
い
自
我
に
よ
っ
て
、
西
欧
近
代
の
名
優
た
ち
は
、
役
に
自
分
を
感
情
移
入
し
た
り
、
滅
却
し
た
り
、
見
る
私
と
見
ら
れ
る
私
の
二
つ
の
「
私
」
に
ひ
き
裂
か
れ
る
こ
と
に
耐
え
た
り
で
き
た
の
で
あ
っ
こ
う
し
た
西
欧
近
代
劇
の
「
私
」
と
「
役
」
と
の
関
係
は
日
本
の
新
劇
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。
渡
辺
は
日
本
で
は
〃
私
を
抑
圧
し
て
成
立
す
る
日
本
化
さ
れ
た
西
欧
近
代
俳
優
術
〃
と
な
っ
た
と
云
っ
て
い
る
。
円
地
の
師
・
小
山
内
薫
が
一
九
一
二
年（大正元年）はじめて洋行して持ちかえったものは、西欧諸国で糸た芝居の詳細な動きを記したノートであった。
これは、「型」として俳優の動きをとらえたもので、小山内は帰国後この「型」のノートをもとに近代劇の演出を
手がけたと云われる。この「型」として芝居をとらえる態度が俳優の「私」と「役」との関係をふくまぬもの、つ
た。
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まり、「私」と「役」との関係を理論化するものでなかったことは云うまでしない。日本における近代劇の外面的
な形式主義は、ながくこの国の新劇の伝統を支配して今日に至っていると渡辺は攻ているのである。
日本の近代文学と新劇が、どのように接近し、又はどのように離反していたかは、浅学にして知らないが、円地
に関する限り、影響が大きかったことは察しられる。文学的な方法論はともかく、渡辺のいう私を抑圧して成立す
る日本化された俳優術は、実は小山内の「型」として芝居をとらえることとも関逃していて、作者としての、ある
いは女としての円地の存亦様態をつくっている。このことは、江藤淳が言っていることによっても裏づけられるだ
ろう。弓女坂』のｈは「家」の犠牲者ではなく、彼女はむしろ「家」という仮榊のために進んで献身したがその仮
椛が、本来エロスという実体に属すべき女性である倫によってなされたことで、そこにこそ『女坂』の悲劇的な性
桁がある。」（新潮文廊『女坂』解説）さらに江藤は、有名な一節、「私が死んでも決して……」を〃仮柵への献身
の空虚に対する目剛〃だと云い、「文芸もまた仮構の技術であって、倫のストイシズムにはそのまま作者の芸術家と
してのストイシズムが投影しているともいえる」（前文と同じ）と意味探砿なことを述べている。たしかに円地は、
見
ら
れ
る
女
を
過
剰
に
意
識
す
る
こ
と
で
屈
折
し
、
そ
の
屈
折
し
た
女
を
肯
定
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
お
い
て
独
自
な
女
流
作
家
と
し
ての地位を築いた。しかし、作者としての円地もまた、自らふりつけた「役」に「私」を仰爪してのめり込んでい
ったと云うこともできる。ジラールによって批評すれば、『女坂』は、価に〃仮榊への献身の空虚さ〃を意識させ、
月
剛
さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
作
家
自
ら
も
倫
の
か
げ
に
自
分
を
お
い
て
目
剛
す
る
こ
と
に
終
っ
て
お
り
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
虚
偽
か
ら脱していないことになる。
『
お
は
ん
』
は
人
形
沖
る
り
を
連
想
さ
せ
る
古
風
な
話
と
し
て
よ
め
る
と
同
時
に
、
日
常
の
私
を
菰
ね
て
恋
愛
小
説
と
し
て
さ
え
よ
む
こ
と
し
で
き
る
。
古
手
屋
は
日
本
型
ド
ン
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
お
か
よ
は
こ
の
優
柔
不
断
な
男
を
自
分
の
も
の
に
し
た
い
わ
ば
、
恋
の
勝利者、それに対し、おはんは、男の心に〃永遠の女〃としての自己像を残すことで、これまた、負けることによ
って勝った女というふうに。小説がロマンチックな夢を配給するものである限り、通俗的なタイプの設定は必要で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
日
本
の
心
的
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
小
説
は
も
う
一
つ
の
よ
ゑ
方
が
で
き
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る。『おはん』は男の痴情を描いたものとして定評がある。痴情とはなにか。エロスとも命とも云われるものの偽
悪化した呼び名である。近代的自我意識がそう呼ばせる。長い歴史過程の中でこうした現実重視の意識は、一つの
時
代
の
所
産
で
し
か
な
い
の
に
、
一
つ
の
時
代
を
普
遍
だ
と
信
じ
れ
ば
、
当
然
、
人
間
性
の
あ
る
面
は
抑
圧
さ
れ
る
。
『
お
は
ん
』
に
お
い
て
作
者
が
、
〃
痴
情
の
浅
ま
し
さ
を
抽
象
化
し
て
、
ほ
と
ん
ど
側
念
的
な
美
に
ま
で
昇
華
し
た
〃
と
は
、
作
者
が
、
近
代
を
こ
え
る
人
間
の
側
に
た
っ
て
、
痴
情
を
弁
護
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
に
と
っ
て
は
、
現
実
の
私
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
く
ら
、
、
昏
く
深
い
世
界
が
あ
る
こ
と
、
昏
く
深
い
世
界
と
感
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
の
私
は
意
識
を
》
」
え
た
枇
界
に
向
う
。
神
性
へ
の
、
、
渇望ではなく、くうに向う。『おはん』はこうした日本の私の構造を完壁なまでに二」とぱによって形象化した。『お
は
ん
』
の
世
界
は
、
西
欧
近
代
が
見
失
っ
た
神
的
規
範
の
世
界
が
姿
を
か
え
て
存
在
す
る
も
う
一
つ
の
近
代
人
の
存
在
様
態
を
示
し
て
い
る
。
人
形
沙
る
り
が
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
西
欧
近
代
劇
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
『
お
は
ん
』
も
ま
た
、
近
代
小
説
の
椛
造
の
虚
偽
を
発
兄
さ
す
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
後
期
の
作
冊
が
〃
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
虚
偽
か
ら
ぬ
け
川
し
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
な
真
実
シ
に
達
し
た
よ
う
に
、
宇
卿
千
代
も
ま
た
西
欧
近
代
を
相
対
化
し
た
視
点
か
ら
〃
物
語
風
〃
な
小
説
を
書
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ロ
マ
ン
チ
ク
な
虚
偽
か
ら
脱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
『
お
は
ん
』
の
構
造
に
は
、
榊
造
そ
の
も
の
に
思
想
が
あ
る
と
言
え
る
。
作
田
の
い
う
欲
望
の
個
人
主
義
の
時
代
に
発
っ
て
小
説
の
役
割
と
は
何
か
が
問
わ
れ
る
。
「
小
説
家
は
、
言
葉
に
よ
っ
て
、
時
代
や
世
界
の
モ
デ
ル
を
つ
く
り
出
す
。
そ
の
モ
デ
ル
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
時
代
や
世
界
は
、
当
然
活
性
化
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
大
江
他
三
郎
）
と
筆
者
も
ま
た
思
う
。
こ
の
〃
時
代
や
Ⅲ
界
〃
を
読
承
手
の
立
場
に
立
っ
て
〃
存
在
様
態
〃
と
償
ぎ
か
え
て
ゑ
る
。
存
在
様
態
と
は
、
平
俗
に
云
え
ば
、
背
景
（
時
代
や
世
界
を
含
む
）
の
中
に
お
け
る
人
間
の
あ
り
様
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
人
間
そ
の
も
の
で
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
背
景
そ
の
も
の
で
も
な
い
。
い
わ
ば
そ
の
関
係
だ
け
の
存
在
で
あ
る
。
作
家
に
よ
っ
て
、
活
性
化
し
た
存
在
様
態
が
さ
し
示
さ
れ
れ
ば
、
大
江
の
い
う
よ
う
に
そ
れ
は
「
書
き
手
と
読
永
手
の
間
に
文
化
と
し
て
共
有
さ
れ
る
」
か
ら
で
あ
る
。
符
Ⅲ
社
会
の
到
来
に
よ
る
文
学
の
危
機
は
、
文
化
の
危
機
で
も
あ
る
。
『
お
は
ん
』
は
日
本
的
な
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
文
化
で
あ
っ
た
。
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